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Abstract
   This Paper is aim to claerfy creatures of Elementary schools students and junior highschool students of 
“SHONEN SEKAI” in between TAISHO and the early in SHOWA Period.“SHONEN SEKAI” is pubilished 
by(TOKYO)“HAKUBUNKAN” . “JITSUGYONONIHONSHA”.and The purpose of this study is to examine 
some representions “Sporting Boys”by focusing on descriptions and the visual images from “SHOUNEN 
SEKAI“which was one of the most popular boys magazines since 1920s.The sport boom among male 
students had already started and visual images concerning sports appeared in the magazine from an early 
time.The trend of Magazines' Contents were changed of situation has developed. This Magazines Contents 
were Much contained Sports(articles and record). This Magazine's readers'(contributors) columns  were 
reborn in at that time. But the Readers were regular contributor to this magazine, and They formed“Reader's 
Communities”Everlasting
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The study for appearance of “Sporting Boys“and the formation of many 
boys magazines readers communities

































































































































































































































































































































































































記者 中村正爾 坂東博人 井田伊佐子 高森英次
「少年世界万歳」というフレーズが掲載され
るものの、雑誌の廃刊や統廃合などが相次ぎ、
翌年の初頭には、同誌もその一つに数えられ
ることになった。
昭和期に入るとわが国は世界恐慌や金融恐
慌のあおりを受け、国内に大きな不景気の波
が押し寄せることになった。景気の悪循環は
ますます深刻化を増した。これに伴い軍国主
義の道に日本は突き進むことになった。戦時
体制は、雑誌などにも影響を与えた。大正時
代に売り上げを誇っていた大衆児童雑誌『赤
い鳥』（1930年に一時休刊，翌年より復刊する
も、1936年に主幹鈴木三重吉の死により廃
刊）、『金の星』 （1928年廃刊）などもあおりを
受け，廃刊を余儀なくさせられた。さらに太
平洋戦争下においては，出版界への雑誌の統
制はますます厳しくなり、児童雑誌は統合整
理され，廃刊されていくことになった。
『少年世界』の誌面もまさに戦時色を帯び
た 内容のものが続々と掲載されていった．
少年世界第33巻第１号（1927年２月１日）の
「読者 通信」欄には、「記者先生僕は十二月号
を読みましたが、ほんとうに立派でしたね。
殊に「日米大決戦」等は息もつかずに読みま
した」（樺太熊谷基）の投書からもそのことは
読み取れるし、同誌第33巻第５号（1927年５
月１日）に は、投書家による「潜水艦」の
漫画が掲載されている。しかしながら、突如
として廃刊の時は訪れる。
1934（昭和９）年１月号をもって約50年継
続発行されてきた『少年世界』は廃刊となっ
た。また4年後の1938（昭和13）年10月には、
ライバル誌であった『日本少年』も廃刊の憂
き目にあうことになった。
「スポーツ少年」の記事は、1920年代を皮
切りに徐々に誌面に掲載されていくように
なった。それは、従来の少年雑誌のスタイル
（少年小説、物語、伝記、探偵小説、懸賞覧、
作品投稿覧など）の様式に対し、一石を投じ
るかたちとなった。1924（大正13）年に初め
て開催された「全国少年野球大会」の影響は
大きいものであった。以降野球に関する小説
や投稿作文、広告にいたるまで所狭しと掲載
されていくことになった。
スポーツ少年は、スポーツを興味や関心と
して行うのではなく、厳かな競技のようなイ
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メージで厳格に指導育成されていった。誌面
の記事を見ることで、少年読者らは次第にス
ポーツ少年たちを「正義感」があり、「真摯な
態度」で取り組むことが求められた。それは
やがて「希望の星」、「憧れの象徴」としての
像を抱くようになっていった。
少年読者らのなかでの、野球の流行が廃れ
ていくと、一時期ではあるが、スポーツ記事
がほぼ姿を見せなくなった。しかしながら
1932年のロサンゼルス・オリンピックの開催
を機に再びスポーツ記事が多く誌面をにぎわ
せるようになった。しかしそれも束の間で出
来事であり、戦争の激化に伴い、誌面は戦時
色に染められていくこととなった。
少年読者らに新たな夢・希望を意味するも
のとして登場した、「スポーツ」であったが、
戦争により雑誌記事とともに、はかなく散る
ことになった。
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